「才能屋」
世田谷区立世田谷中学校演劇部

平成２３年度世田谷区中学校演劇部地区発表会上演作品
原案　世田谷中学校演劇部
脚本　柏木陽

キャスト　才能屋主人

　　　　　侍従

　　　　　天界の先生たち（１・２・３）

　　　　　客１

　　　　　客２

　　　　　客２のあこがれの男子

　　　　　客２のあこがれの男子の母

　　　　　客３

　　　　　客３のコーチ

　　　　　目医者

1． はじまりはじまり
幕が開く前に雑踏の音がする。幕が開くと一人の女の子がチラシを配っている。
侍従　才能屋！才能屋でーす！あなたの才能開花しませんか？！あなたの中に眠る才能を、有効活用しませんかー！才能！才能はいかがですか！！

何人かに嫌がられたりする。
何人かに断られて肩を落とす。奥を覗くとだらだらとしている人がいる。ため息をつき、自分に奮起を促し、さらにチラシを配る。
侍従　才能はいりませんか？！人もうらやむような素晴らしい才能はいりませんか！決して怪しいものではありません！あなたも才能の花を開かせてみませんか！才能屋！才能屋でーす！

通りすぎる人（できればみんなでやること）たち。冷たい目線で相手にしてくれない。一人受け取ってくれるが丸めて捨ててしまう。落胆する。すると・・・

主人　あいたっ！
大きな声がするので見てみると奥の人はくずおれている。何かいたずらしていて失敗したようだ。（手の上でバットを立てるとか、鼻の上でボールを載せるとか何か見えるようなことがいいです）
侍従　もう！ちゃんとビラ配ってください！

主人　えーーーー

侍従　えーーーー、じゃないですよ！

主人　なんで私がこんなことしなきゃいけないわけ？

侍従　あなたのせいでしょあなたがもっとまじめに勉強してればこんなことにはならなかったんです！

主人　でもさ、ひどくない？あんな事で追放だなんて！

ほわっほわっほわわわわ～んと先生たちが出てくる。みなひどい様子（例えば腕に包帯をしてるとか、松葉付をついてるとか、髪が爆発してるとか）

先生　学校が！なくなったー！！

主人　あちゃー

先生　こら！またお前か！

主人　だって・・・

先生　だってじゃないでしょ！魔法の制御ができないくせに大きな魔法を試そうとするからよ！

先生　いったい何度目ですか！

主人　ちょっと手元が狂っただけです

先生　手元が狂ったぐらいで学校がなくなるぐらいの爆発を起こす奴がどこにいる！

先生　基礎の基礎が出来てないから魔法の使い方を間違えるのですよ

主人　だって

先生　あなたには反省という言葉はないのですか？

主人　もう少しで成功するところだったんです！

先生　おだまんなさい！一体どれだけのことをしてきましたか？学校中のガラスは割る、校長先生の毛は抜く、食べ切れないほどのピザを注文する、嵐は起こす、

主人　（耳をふさいで聞こえないように大声で）あああああ

先生　ちゃんと聞きなさい！

先生　だから役立たずと言われるんですよ！

主人　何を！！

先生　だいたいお前というものがついておきながら何というザマですか！

侍従　お言葉ですが坊ちゃんはあり余る力の使い道を間違っているだけでして

先生　それが問題なんです！

先生　教育係がサボっているからこんなことになるのです

侍従　すいません・・・

先生　今までのことも合わせて考えて処分を下すことにしました。

侍従　処分？

先生　この子を天界追放とします！

主人　追放？！

侍従　それはあまりにも厳しすぎます！

先生　学校をなくしておいて何を言ってるんですか！

侍従　何とか坊ちゃんを救っていただくわけにはいきませんか？

先生　条件があります。

先生　あなたは魔法の力に自信があるのですね？

侍従　はい！他のものと比べてもこんなに大きな力はありません！

先生　それは私たちも認めます。

先生　なので、こんなことを考えました。

先生　地上へ降りて良いことを３つしてきなさい。

主人　そんなことでいいのか

先生　出来ますか？

主人　楽勝ですよ

侍従　ぼっちゃん！

先生　ずいぶん生意気な口をきくのですね

主人　魔法を使えばチョチョイのちょいですよ。

先生　ではこれぐらい簡単だと？

主人　はい。

侍従　ぼっちゃん！

先生たち笑う。

先生　ではあなたにもっと難しい課題を出すことにしましょう。

先生　難しくても大丈夫ですね？

主人　もちろん！

先生　あなたが使える力をひとつだけにします。

先生　地上にいる人の力を目覚めさせる能力。

先生　才能を発芽させる力だけを残します。

主人　わかった！

侍従　申し上げます。それはいささか難しすぎる課題では？

主人　え？どういうこと？

侍従　分からないのですか？自分の力で何とか出来るわけじゃなくて他人、それも地上の人間が頼りだってことです。

主人　それじゃわたし活躍できないじゃん！

先生　見事に３つの良いことをしていらっしゃい！

先生たち　おーほほほほほほほほほ！

ほわっほわっほわわわわ～んと先生たちいなくなる。

主人　こんなことになるなんて思わなかったんだもん！

侍従　何でも魔法の力で叶えることができていたのに

主人　エイッ！

侍従　今や欲しいお菓子すら出てこない。

主人　ちくしょーケーキ！ポテチ！おせんべい！・・・出ない

侍従　おいたわしい

主人　コーラ！オレンジジュース！おまんじゅう！出ろ！出ろ！出ろ！

侍従　出ませんよ

主人　ちくしょー

侍従　元に戻るには天界に戻るしかないんです。そのためには良いことを３つ叶えればいいのです！

主人　でもさ！私の力じゃ何にもできないじゃん！力があれば地面をひっくり返すことだって、海を持ち上げることだって、星を落とすことだって出来るんだ！それなのに・・・ぐー（お腹がなる）・・・お腹へった

侍従　ほら、あきらめないでビラを配りましょう。そうしたら人に良い事できるかもしれないじゃないですか

2． 一人目の客

落ちているビラを拾う人がいる。それを読む。

客１　あの！

と歩き出した途端、すっ転ぶ。

侍従　だ、大丈夫ですか！

客１　大丈夫です。お気になさらず。それよりも聞きたいことが

侍従　え？もしかしてお客様？

客１　え？ま、まあ。でもそれは話を聞いてからと思ってまして

侍従　ええ、それはもう話を聞いてください。さ、こちらにお座りください。

と座らせようとする。客１どこかに座ろうとして派手に転ぶ。

侍従　大丈夫ですか！

客１　大丈夫です。（言ったと思うとまた転ぶ）

侍従　本当に大丈夫ですか？

客１　本当に大丈夫です。慣れてますから。

侍従　慣れてる？

客１　私！不幸なんです！

舞台の一番良いところで倒れる。出来ればスポットライト。悲劇的な曲でも流れると最高かも。

客１　道を歩けば転んでしまう、鳥が飛べばフンが落ちてくる、落ちているバナナに足を滑らす、お金を落とす、穴に落ちる、壁にぶつかる、先生に怒られる、歩いているだけで車が突っ込んでくる、試験を受けると答えを書くところを間違える、ビデオの予約をしても撮れたことがない、シュークリームを食べると私のだけにワサビが入っている！

侍従　落ち着いて！落ち着いて！

客１　私には世界中の不幸が襲ってくるんです！

侍従　それは、大変でしょうね。

客１　だから、幸運に恵まれる才能が欲しいんです！

侍従　幸運に恵まれる才能・・・

主人　そんなものあるわけ

侍従　おほん！必要なのは諦めない心です！

客１　なんとか、なりますか？！

客１侍従の手を握り、必死にお願いする。
侍従　なります！もちろんです！

客１　ありがとうございます。ではよろしくお願いいたします。

侍従　あの、何とかするのは私ではなくてこちらの

振り返ると主人はやる気なくでれっとしている。

侍従　うわっと！ちょっとこちらへ。ここで待っててください。

大急ぎで主人のところに行き

侍従　なにしてるんですか！！

主人　何が？

侍従　何が？じゃないでしょ！お客さんです！お！きゃ！く！！

主人　それが？

侍従　真面目にやってください！永遠に帰らないつもりですか？

主人　だってさあ

侍従　じゃあご飯はぬき

主人　やるよ！やればいいんだろ？

侍従　おほん、おまたせしました。当店の主人でございます。

客１　お願いします！あなたのお力で何とか私の不幸を終わらせてください！

主人　私が何かしてもあの人の不幸は終わらないと思うんだけど・・

侍従　（せきばらい）んっ！

主人　分かったよ！（客のほうに向き直り）ではあなたの不幸を終わらせます！

客１　お願いします！

主人懐からピストルのようなものを出す。

客１　わっ！わっ！なにするんですか？！

主人　不幸を終わらせるのです！

客１　そういう意味で言ったんじゃありません！

主人　大丈夫すぐに終わります。

客１　嫌です！これじゃ不幸が終わるんじゃなくて、私の人生が終わってしまう！

主人　楽になりなさい！

侍従が後ろから羽交い絞めにして捕まえる。

客１　や、やめてー！！

主人　バキューン（と口で言う）

客１　うぎゃー

ばったりと客１は倒れる。侍従が頭のあたりを確認する。親指を突き出し、グッドのサイン。主人は頷く。二人でポーズを取る。

主人　♪ワン、トゥ、ワン、トゥ、スリー（ここはその後にくる音楽に合わせて拍子をとってください）

音楽が鳴る。音楽に合わせて、主人と侍従は怪しい踊りを真剣に踊る。すると客１がむくりと起き上がり踊りに加わる。別の人まで出てきて踊りは盛り上がる。最高潮になると客１の頭から花が咲く。

才能が開花しました！

ばんざーい！ばんざーい！ばんざーい！

侍従　やった！

客１　私何が起こったんですか？

侍従　才能が花開いたんですよ！

客１　え？何も変わっている感じはしないんですが・・・

主人　さあ歩いてみて！

客１歩いてみる。そこへ侍従がバナナを転がす（ビニール製のものでいいですよ）。

客１　ハッ！（ひらりと飛んで避ける）す、滑らない！ハッ！（と頭上に気が付きひらりとかわす）フンが落ちない！こ、これが？！

侍従　あなたの才能です。

客１　あ、ありがとう、ありがとうございます。これで安心して生きていける！人生は薔薇色だ！！

客１踊るように去っていく。

侍従　やりましたね。

主人　まあね。でも嘘ついたみたいで何か嫌だな。

侍従　何を言ってるんですか、才能のおかげで幸運になってあんなに喜んでたじゃないですか

主人　主人　そうだけど、幸運に恵まれる才能なんてないよ
侍従　しっ！！
主人　幸運は神様の領域だよ？誰にも手は出せない。
侍従　それでもあの人に幸運は訪れてます。
主人　花開かせたのは注意深くなる才能だよ。ちょっと気をつけていれば避けられるのに不注意だから大きなことになっちゃうだけじゃないか

侍従　それはそうですけど

主人　それなのに今まで無傷でいられたなんて、もう幸運に恵まれてる。あの人には元々才能があるんだよ

侍従　それは・・・

主人　あーあ。何やってるんだろ

侍従　坊ちゃん・・・

3． 二人目の客

音楽が鳴る。踊りながら出てくる人。たくさんの人が出てきて踊りまくる。

客２　ここかしら？才能屋って言うのは。

侍従　はい。たしかに才能屋はここですが

客２　才能屋って言うからには才能を目覚めさせることが出来るのね

侍従　はい、もちろん

客２　どんな才能も？

侍従　ええ、どんな才能でも見事に花開かせて見せます。

客２　そう

侍従　どのようなご用件で？

客２　あのね

侍従　はい

客２　実はね

侍従　はい

客２　（何か言おうとするが、話の方向を変えて）こんなところでやってるの？

侍従　ええ、今は路上でして。これで困ることもありませんから。

客２　そう

侍従　で？ご用件は？

客２　そうね、それは・・

侍従　それは・・・

客２　あの・・

侍従　はい

客２　あの・・・・

侍従　はい

客２　・・・（何か言おうとしているのだが言えないようで息が止まる）侍従　（一緒に息を止めているので苦しい）・・・

客２　（やっと息をして）いいわ

侍従　なんでしょう？

客２　別になんてことはないのよ

侍従　しかし、お見受けしたところ何か大きなお悩みをお持ちのようですが

客２キッと振り返り侍従を見る。侍従も見返すが客２は何も言えない。

客２　何かの、何かの間違いだったのよ！

走り去る客２

主人　え？帰っちゃうよ？！

侍従　追いかけて！

主人　ボク？

侍従　早く！

主人　じゃあ一緒に

侍従　何言ってるんですか！お店はどうするんですか？私は店番してます！ほら！早くしないと見失いますよ！

主人　ああ

主人押し出されるように歩き始めると、その場足踏み。街が流れていく。

主人　ボクが追いかけても何にもならないと思うんだけど・・・第一あの人の依頼ちゃんと聞いてなかったし。どうしよう。

目の前に客２の姿が現れる。客２が止まると主人と風景も止まる。振り返る客２。隠れる主人。歩き出す客２。風景が動き出す。遅れそうになりあわてる主人。また立ち止まる客２。あわてて立ち止まる主人。首をひねる客２。

主人　気づかれたかな？どう思う？

風景に聞くと風景も首をひねる。客２歩き始める。と、突然あわてて身を隠す客２。一人の人物が通りかかる。ため息をつく客２。

主人　あの・・・

客２　わっ！い、いつからいたの？

主人　あの人は知り合いですか？

客２　なんのことかしら？

主人　あの男の人のことですよ！

客２　へー男の人なんていた？

主人　知らない人なの？

客２　ええ

主人　（疑いの目で）本当に？

客２　何よ

主人　じゃあなんで影に隠れてコソコソ見てたんですか？

客２　なんでって・・・・ふられたの

主人　え？

客２　ふられたのよ！

主人　雨に？

客２　違う！ふられたの！

主人　雪？

客２　ふられたって言ってるでしょ！

主人　あ、野球で三振したのか

客２　それは振ったの！私はふられたって言ってんでしょバカ！！

主人　だってボクこどもだから分からないもーん！

客２　好きなのよ、一目見た時から。毎日毎日同じ電車に乗って彼を見ていた。毎日毎日考えちゃう。だから思い切って告白することにしたの。そうしたら・・・

ほわほわほわわわ～んと彼との思い出の場面。

駅の音（発車のチャイムとか、ざわめきとか）

男が電車に乗ろうと並んでいる。後ろから客２が近づく。彼は気づいていない。

客２　あ、あの・・・私・・・

主人　プルプルプル！３番線から電車が出ます。駆け込み乗車はおやめ下さい！

男　や、やばい！乗ります！

男一人で満員電車に乗り込む。そんな体制で一人で移動。

客２　彼は行ってしまった！振り返ってもくれなかった！彼にふられたのよ！だから、才能屋に行ったの！なのに、才能をくれないなんて！

主人　すいません。

客２　私がもっときれいで魅力的だったらあの人は振り向いてくれたのに

主人　ふーん。ねえ、あの人の家だけど覗いてみる？

客２　え？

主人　ほらほらこっちこっち。

客２が追いかけていた男の人の事情が見える。

風景が裏返ると、男が出てくる。

男　ただいまー

母　おかえり

男　おれ、やっぱり働くことにしたよ

母　いいのよ学費ぐらいどうにかなるから

男　でも、倒産したんでしょ父さんの会社

母　それぐらいお母さんが働くから。

男　でも

母　お母さんあなたに夢をあきらめて欲しくないのよ。ね。

男　でもがんばりすぎたら母さんまた倒れちゃうだろ

母　・・・ごめんね

男　いいのいいの。働きながらでも夢は追いかけられるし

母　そう？でも母さん心配だわ

男　いいのいいのそんなの。それよりおれお腹空いたな

母　じゃあ、支度しましょうね

いつの間にか横で話を聞いていた二人。客２はよろよろと前に出てくる。

主人　だって

客２　知らなかった。どうしてどうして私に教えてくれないの！私なんだってするのに！あなたが待ってろって言うならいつまでも待ってるのに！いえ！それじゃダメよ！あなたが背負う苦労なら私も一緒に背負うわ！私も働く！一緒に働いて家計を支えるわ！苦しい時こそ手をたずさえて、一緒に生きていきましょうよ！

主人　それ言える？

客２　もちろんよ

主人　じゃあ、大丈夫だね

奥の背景が裏返って男が出てくる。

男　お腹いっぱい、行ってきます。あれ？君は？誰？

客２　あの・・・あの・・・

男　どうしたの？道にでも迷ったの？

客２　その・・・あの・・・

主人　じれったいなあ、もう・・・バキューン！

男　大丈夫？ちょっと大丈夫？

音楽。芽が出る儀式。頭から芽が出る。花が開く。

才能が開花しました！

ばんざーい！ばんざーい！ばんざーい！

男　こんなに僕の事を思ってくれる人がいたなんて

客２　私の気持ちが通じたのね！うれしい！

母　これであの子も安心ね。

結婚ぽい曲がかかる。二人笑い合いながら去っていく。母も去っていく。

侍従　ぼっちゃんやりましたね、一体何をしたんですか？

主人　あの人はちゃんと言葉を伝えてなかったんだ。だから素直にモノを言える才能を開かせたんだよ

侍従　なるほど！さすがですねえ！

主人　あれ？店番は？

侍従あわてて走り去る。主人手に持っている拳銃を見つめる。

主人　こんなもので何が変わるって言うんだ。ボクは魔法の力を失くしたんだぞ。こんなちっぽけな力で何が変わるのさ・・・はあ、才能か。才能って何なんだ。バキューン（と口で言う）

4． 最後の客
見えないところで、声が聞こえてくる。

ばんざーい！ばんざーい！才能が開きました！！

すると叫び声が聞こえる。

客３　あああああああああああ！

手に花を持って客３が現れる。

客３　な、なんだこりゃー！！

主人　え？あ！その花は

客３　え？これのことを知ってるんですか？これなんですか？

主人　えっと、あの、ようこそ才能屋です！

客３　才能屋？

主人　はい！あなたの才能の花を開かせます！

客３　なんだよそれー！才能の花が開く？

主人　そうなんです。どんな才能でも自由自在、というわけでもないですけど、たいがいの才能の花は開きます。

客３　花？・・・え？これ？

主人　はい！

客３　えええ

主人　いや、まあ、今回は不可抗力と言うか、運命のいたずらと言うか、超ぐうぜんにあなたの才能が花ひらいてしまいましたが。

客３　才能？

主人　はい！いいでしょ？

客３　なんだよ才能なんて！

コーチ　ここにいたのか！探したぞ！

客３　げ！コーチ！？

コーチ　お前は日本が、いや世界が待っている才能なんだ！さあ！一緒に練習だ！

逃げようとする客３。

コーチ　あ！お前どこに行くんだ！

客３ものすごい勢いで走って逃げる。コーチ後を追う。

コーチ　待て！

主人　ちょっとどこ行くの！

追いかけっこ。もちろん後ろの背景も動いていく。しかし、早い！早く動くので背景は疲れてくる。やがて背景は動きを止める。すると客３は走り去る。コーチも後を追っていく。

主人　はあ、はあ、あの人早いよ

背景　あの人は確かサッカーで日本代表にも選ばれた人だと思うよ

主人　え？なでしこ？

背景　そうそう。サッカー女子日本代表の１５歳以下で選ばれたんじゃないかな？

背景　将来のなでしこを背負って立つ逸材って新聞にも書いてあった。

主人　え？すごい人じゃん！

背景　そうみたいよ

客３　（物陰から見えないように）おい、才能屋

主人　（キョロキョロと探して）あ！なでしこ！

客３　（ため息をつく）はあ・・・お前にもバレたのか

主人　かっこいいよね、サッカーうまいなんて。

客３　消してくれ

主人　え？

客３　才能を消してくれ！

主人　ちょっとどういうこと？あ、さっき開いた花のこと？ごめんなさい、あれはいきがかりっていうか

客３　勝手に才能を花開かすことが出来るなら、逆も出来るだろ？私の才能を消してくれ

主人　え？いらないの？

客３　う、うん

主人　それは確かに偶然に開いた花だけど・・・

客３　できないの？

主人　もったいないなって

客３　お前もそんな風に言うのか

客３近くにあった石を持ち上げて足にぶつけようとする。

主人　何するの！

客３　こうでもしなきゃサッカーやめられないだろ！

主人　何もサッカーやめなくてもいいでしょ！

客３　自分の才能が消せないならサッカーやめられるようにするだけだ！

主人　なでしこなんでしょ？期待されてるんでしょ？

客３　それがなんだ！

客３と主人が揉みあう。石を主人が奪う。そこへ友達がやってくる。まるで主人が客３を襲っているように見える。そこへコーチがやってくる。

コーチ　何をやってるんだ！

主人　あ！

客３　コーチ

コーチ　こら離しなさい！

主人　ええ？ボク？

コーチが主人を客３から引き離す。

コーチ　（主人に）黄金の右足に何かあったらどうするつもりだったんだ！

主人　あのですね・・・

コーチ　（客３に）大丈夫だったか？

主人　ボクの話聞いて！

客３　コーチ、わたしサッカーやめます

コーチ　そうかそうか・・・

客３　お世話になりました。

コーチ　なにー！？

客３走って行ってしまう。コーチ追いかけようとするが主人が間に入って邪魔する。

コーチ　邪魔だからどきなさい！どけ！

主人　どかないよ！べー！

コーチ　あ、ああ・・・行ってしまう・・・ああ。

コーチへたりこんでしまう。

コーチ　あいつが本気で取り組めば世界を変えられるぐらいの才能なのに。

主人　あの人そんなにすごいの？

コーチ　すごいなんてもんじゃない！あいつのプレーは次元が違うんだ。それなのに最近のあいつは練習はサボる、嘘はつく、道具は大事にしない、規律は守らない、はては人の顔にいたずら書きはするは、ロッカールームに爆竹はしかけるは

主人　あれ？どこかの誰かとおんなじような・・・

コーチ　今が大事な時期なのに

主人　でもさ、無理にやらせようとしたってダメだよ

コーチ　わかっているさ。・・・あいつはそれは楽しそうにプレーするんだ。だから人をひきつける。ただうまいとか、ただ強いなんて選手はざらにいる。あいつよりうまい選手だっている。でも見ている人をひきつける選手はそうはいない。毎日毎日本当にそれは楽しそうに練習してたっていうのに、辞めるなんて、あいつが言うなんて。

主人　（軽く）大変だね。

コーチ　はあ

ほわほわほわわわ～んと先生たち登場

先生　あの様子ではちっともこりてないのではないですか？

先生　本当ですねえ。なんで自分が人間界に送られたのかまったくわかっていない。

侍従　恐れながら申し上げます。

先生　なんだ？

侍従　ぼっちゃんは以前よりもはるかに成長され

先生　どのあたりが？

侍従　見てわかりませんか？ぼっちゃんは他の人の気持ちに気づけるようになりました。他人の意見にも耳を傾けますし、

先生　気づいてない気づいてない

侍従　そんなことはありません。ほらご覧下さい。

先生　どれどれ？

ほわほわほわわわ～んと先生たち続きのやり取りを見守る。

コーチ　才能屋？

主人　はい。才能の花を開かせるんです。

コーチ　そんなうさんくさい

主人　うさんくさいとはなんだよ

コーチ　才能っていうのね、たえまない努力の果てにあるもので、簡単にものになったりしないんだよ

主人　だって

コーチ　そんな風に簡単に花開いたら努力なんていらないでしょ？

主人　でも、みんな喜んでたよ！

コーチ　少なくとも私はそんな才能はいらないな。さてあいつを探すとするか。

コーチ行ってしまう。

主人　なんだよ！才能屋のどこがいけないんだよ！ボクだって魔法が使えたらもっとチョチョイのちょいと良い事３つやって天界に帰るんだ！お前たちの望みを叶えてやってるだろ！どこがいけないんだよ！

先生　ほら

侍従　うっ

先生　まだ成長が見られませんね

先生　これでは天界に帰ってくるのは・・・

侍従　それでは話が違う。人間に良いことを３つ行ったら天界に帰れるはずですよね？

先生　それはそうなんだがね。お前はあの子の成長をどう考えているのかね？

先生　あの子の力の大きさはいずれ天界をまとめていけるだけの力だ。その子がわがまま放題のままで良いとでも？

侍従　約束は守っていただかねば、大人に対する不信感を植えつけるだけになってしまいます。

先生　それはそうなんだが・・・

侍従　私がきっと何とかしてみせます。ですので、しばし見守っていていただきたい。

侍従「とう！」と天界から降りる。

先生　それでは頼みましたよ～

とか何とか言いながら、ほわほわほわわわ～んと先生退場

侍従　ぼっちゃん！

主人　お前か。店は良いのか？

侍従　お帰りが遅いので、これはきっと大変なことになっているんじゃないかと思いまして、ぼっちゃんをお手伝いしようと駆けつけました。

主人　そんなことにはなっていないよ

侍従　え？本当に？

主人　うん。お客は一人もいない。

侍従　しかしですね。

主人　ねえ、才能って何だと思う？

侍従　え？そうですねえ、他の人には負けない何かですかね。

主人　他の人には負けない何か

侍従　どうか、しましたか？

主人　人に自慢したいような才能をいらないって人もいるんだ。人って分からないな。

侍従　色々な人がいますからね。さあ、早く天界に帰りましょう！そのためにお手伝いしますから！

客３とコーチがやってくる。

コーチ　待てー！！

客３　うわっ！才能屋！

コーチ　追い詰めたぞ。

客３　もういい加減にしてください！

コーチ　ほら！ボールだ！お前はボールを見たらうずいてしまうんだ！サッカーの虫のお前が我慢できるわけがない！

コーチの言葉にうずく客３。何となくボールを目で追ってしまう。

コーチ　お前はサッカーの申し子だ。サッカーをしてないお前は考えられない。死んだも一緒だ。生き生きともう一度ボールを蹴ろう！さあ！蹴っていいんだぞ！ほーら

とボールを投げる。客３ボールに反応できない。ボールは体にあたって転々と転がる。

コーチ　お前・・・

客３　私もうダメなんです。

コーチ　教えてくれ一体何があったんだ？

客３　もういいんです。コーチさっき言ったじゃないですか？サッカーやってない私は死んだも一緒だって

侍従　言ったんですか？

コーチ　い、言ったけども

主人　ひどーい。

客３　だからもういいんです。

コーチ　もういいって？どういうことだ？

客３　もう、サッカーできないです。

コーチ　怪我でもしたのか？

客３　（首を振る）

コーチ　だから一体何なんだ？

客３　見えないんです。

コーチ　え？

客３　だから見えないんです。ものがにじんでよく見えないんです。

コーチ　それは、お前・・・え？近眼？

客３　そうですよ！

コーチ　医者に行きなさい！

客３　行きました！そうしたら

ほわほわほわわわ～んとお医者さん

医者　うーん。重度の近眼と乱視だね。日常生活は大丈夫だけど、サッカーは趣味程度かな？

ほわほわほわわわ～んと医者退場

コーチ　乱視まで？！

客３　うわーん！

侍従　あきらめないで！メガネがあるじゃない！

客３　こーんな瓶の底みたいなレンズなんだぞ！サッカーやるどころじゃないよ！

侍従　じゃあコンタクトは？

客３　私の乱視に効かないって言われた！

コーチ　打つ手がない。

侍従　本当に？

客３　自分にはなんの価値もなくなったんです。

侍従　そんなことありませんよ！

コーチ　もう終わりだ。日本女子サッカーの未来は失われたんだ。

侍従　そんなこと言わないで！大人が諦めてどうするの！

コーチ　部外者が分かったようなことを言うな！目はどんなスポーツでも重要なんだ。それがダメだとすると・・・

客３　もう私には何にもない。

ずっと黙っていた主人やおら魔法用のピストルを構えて

主人　そう、あなたには何もない。

客３　何をするんだ！

主人　何もなくなったんだ。もう思い残すことはないよね？

客３　え？

主人　だってサッカーができなくなったら死んだも一緒なんでしょ？

客３　それはコーチが言ったことで

主人　自分もそう思ったんでしょ？

客３　そ、そうだよ！もっとやりたいことがあったんだ！もっともっとサッカーしたかったんだ！

主人　そう、分かった。

くるっと方向転換してコーチに狙いをつける。

コーチ　え？え？

主人　押さえて！

侍従　はい！

侍従がコーチを羽交い絞め。

コーチ　やめろ！やめろーーーーー！！

主人　ばきゅーん！

音楽。芽が出る儀式。頭から芽が出る。花が開く。

才能が開花しました！

ばんざーい！ばんざーい！ばんざーい！

コーチ　はっ！私は一体何をしていたんだ！お前！一緒にがんばろう！

客３　え？でも私は目が

コーチ　治せばいい

客３　でも医者には

コーチ　あの医者はやぶ医者かもしれないだろ。私が必ずお前の目を治す方法を見つけ出してやる。昔はメガネをかけた名選手だっていたんだ。心配するな。お前が失明したってサッカーさせてやる。ブラインドサッカーだってあるんだぞ。

客３　コーチ

コーチ　お前頭に花が咲いているぞ？

客３　コーチの頭もですよ

コーチ　そうか、じゃあ気にするな。

客３コーチ友達　あはははは。あはははは。

客３、友達、コーチ楽しそうにワイワイと去っていく。

侍従　良かったですねえ。

主人　ねえ、ボクの力は一体なんの役に立つのかな？

侍従　その気になれば山を動かすことだって、空を落とすことだって出来ますよ！

主人　それは、役に立ってるって言わないよ。

侍従　（黙っている）

主人　ボクの力は大きすぎるよ。空を落としたり、山を動かしたら気持ちいいよ。でも、それは役に立ってない。ボクの力をどう役立てればいいんだろう？

侍従　それにはご自分を好きにならなくてはいけません。

主人　え？

侍従　ぼっちゃんはご自分のことが好きではありません。自分がやったことを嬉しく思わない。だから他の人に怒られるようなことをする。自分のことを好きじゃないから、無駄遣いのように力を使う。

主人　それはボクが出来損ないだからだよ。

侍従　そんなことはありません。ぼっちゃんの心の準備も出来る前に大きな力を持ってしまっただけです。ぼっちゃんは出来損ないなどではない。

主人　だって

侍従　坊ちゃんの力は生まれながらにありました。準備が出来てようができてなかろうが力はあります。顔や体を嫌がっても変えることができないように、生まれつきのものです。その力と一緒に生きていくしかないのです。ならまずは自分を好きにならなくては

主人　どうやって自分を好きになればいいの？

侍従　もう準備はできていると思いますよ。地上に来て良いことをしたのですから。

主人　あれは、良いことだったの？

侍従　それはご自分が一番良くわかってらっしゃるのではありませんか？

主人客３たちが帰っていった方を見る。

侍従　どうします？店じまいにしますか？
主人　そうだね。

侍従　これでやっと天界に帰れますね。さらば人間界。もう戻ることはないぞ！

主人　待って。その看板はそこに置いて。

侍従　え？あ、そうですね。別に天界で才能屋をやるわけじゃありませんからね。

主人　明日になったら、ひっくり返して店を開けなくちゃいけないもの。

侍従　そう、明日になったら。え？３つの良いことをしたのですから、もう帰れるんですよ？

主人　お前だけ帰ってもいいんだよ？

侍従　そういうわけにはまいりません！私は坊ちゃんと共にいるのです。

主人　じゃあ、こっちで才能屋をやる？

侍従　ええ、そうしますとも！

主人　じゃあ、今日も夜空と言う名の布団の下で、大地と言う名の布団の上で大の字になってねよう！

侍従　ああ・・・私の雲の布団よ！

主人　おやすみ！
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